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様式１ 地域就農定着・応援プラン 

三木市ぶどう生産地域就農・定着応援プラン 

作成年月日 令和６年１２月１日 

（改訂年月日  年  月  日） 

チーム名 

三木市ぶどう生産地域就農・定着応援チーム 

＜チーム構成＞ 

三木市農地開発連絡協議会、吉川ぶどう研究会 

地域の概要 

三木市ぶどう生産地域はこのような地域です 

１ 位置 

三木市は兵庫県の南東部にあり、東経１３５度の日本標準時子午線上

に位置し、北部は三田市・加東市・小野市、西部は加古川市・稲美町、

南東部は神戸市に接しています。ぶどう生産地域は、８ヵ所のぶどう団

地を中心に市内全域に渡っています。 

２ 人口 

三木市の人口は７５，２９４人で、農家人口は６，０４７人です 

（令和2年）。 
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３ 気候 

温暖で降水量の比較的少ない瀬戸内式気候に属しており、年間平均気

温は14.８度と１年を通して温暖で過ごしやすい気候です。 

また、気温の日較差（１日の最低気温と最高気温の差）が大きい地域

のため、粒が大きく、糖度の高いぶどう生産に適しています。 

４ 三木市ぶどう生産地域の農業 

三木市の農業は主に、水稲単作となっており、その多くで酒米「山田

錦」の生産が行われ、生産量は全国の約15％を占める日本最大の産地

となっています。 

ぶどうは昭和３８年に導入されましたが、昭和４５年から、国営農地

造成事業が始まり、栽培面積が急増しました。 

三木市の「生食用ぶどう」の栽培面積（R4実績：26.7ha）は現在、

兵庫県内で最大級となっており、市を代表するブランド産品となって

います。 

５ 観光 

三木山森林公園、三木ホースランドパーク、山田錦の館、吉川温泉よ

かたん、兵庫県立三木総合防災公園 など 
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地図 

 

  
参照先：https://www.city.miki.lg.jp/soshiki/34/3089.html   

三木市ぶどう生産地域 

https://www.city.miki.lg.jp/soshiki/34/3089.html
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三木市ぶどう生産地域では次のような農業をしています 

１ 特徴 

 市内 8 ヵ所のぶどう団地や、個人のぶどう農家が、都市近郊の恵まれた

立地条件を生かしながら、観光農園の他、沿道直売、直売所販売、宅配など

消費者と顔の見える関係を築きながら販売が行われています。 

品種は、ベリーＡ、ピオーネ、藤稔、シャインマスカット、紫玉、クイー

ンニーナなど消費者ニーズに合わせ多様な品種が栽培されています。 

  

       ＜栽培が増加するシャインマスカット＞ 

２ 主な組織 

・三木市農地開発連絡協議会（構成：三木平井山観光ぶどう園、里脇観光ぶ

どう園、南畑ぶどう園、安居ぶどう園、みづほぶどう園）（事務局：三木市） 

・吉川ぶどう研究会（構成：長谷ぶどう園、上松ぶどう集荷組合、田谷生産

組合）（事務局：ＪＡみのり） 

・北播磨プラチナぶどう青年部（北播磨の広域技術研究組織 三木市１４名

加入(Ｒ6年度)）（事務局：加西農業改良普及センター） 
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３ 収入の目安 

 品種や販売方法によって、経営内容は異なりますが、現存するぶどうの樹、

棚を継承した場合の経営モデルは、以下のとおりです。 

栽培品種：ピオーネ、シャインマスカット、ブラックビート等 

経営面積：２０a、農業収入：約４８０万円、所得：約２０８万円  

求める新規就農者 

三木市ぶどう生産地域では次のような新規就農者を募集し

ています 

・ぶどう経営を一生の業として捧げる覚悟のある方 

・三木市のぶどう産地を盛り上げていく強い想いのある方 

・三木市に住み、ぶどう以外にも、酒米「山田錦」の生産や地域行事への

参加を通じて地域を盛り上げてくれる方 

【組織活動】 

 ・三木市農地開発連絡協議会：総会、視察研修など 

 ・吉川ぶどう研究会：総会、研修会など 

 ・北播磨プラチナぶどう青年部：研修会、視察研修など 

・その他、県や市が開催する各種研修会、行事  

 



6 

 

就農者への支援 

行政、ＪＡ、親方農家等によるサポートが充実しています 

・三木市、加西農業改良普及センター、ＪＡによるサポートはもちろん、

親方農家を紹介させていただくなど、個人ごとに研修方法（2年以内に

就農できるよう育成）を相談します。 

・研修先が決まれば、親方農家（根域制限栽培技術、野菜等の複合経営等）

の指導の下、栽培技術等を学びながら、地域との係わりを築いていただ

きます。 

農地探しや施設整備支援 

・地域やぶどう農家との良好な関係構築後、市、普及センター、ＪＡ等と

情報共有しながら、空き園地の確保を支援します。 

  

 ＜各地に広がるぶどう団地＞     ＜賑わう観光ぶどう園＞ 

・ぶどう棚の整備や農業機械の導入に際し、市、県の支援を得ながら、国

等の補助事業を活用することができます。 
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その他の支援 

・組織活動等を通じ、先輩就農者とのマッチングも支援し、ぶどう農家と

しての経営ノウハウを学んでいただけます。 

・国等の新規就農支援制度を紹介しながら、就農される方に最適な就農計

画の策定をサポートします。 

・市との連携により、住居の斡旋をサポートします。 

三木市ぶどう生産地域からの写真・メッセージ等 

 ・ぶどう生産者の高齢化や担い手不足から空き園地が増えてきています。 

  「ぶどうの生産をしたい」という声に、私たちがチーム一丸となってみ 

  なさんの新規就農を応援します。 

 

  
   ＜三木市農地開発連絡協議会の皆さん＞     ＜吉川ぶどう研究会視察研修の様子＞ 
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８月中旬から開催している恒例の市役所前ぶどう販売の様子 

 

  

        毎年、賑わう三木市ぶどう品評会の様子 
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三木市ぶどう生産地域の就農に興味を持った方はこちらに 

ご連絡ください 

・応援チームの連絡窓口 

三木市農業振興課にお電話ください。（担当：村上、木村） 

電話 ０７９４－８２－２０００ 

メール nogyo@city.miki.lg.jp    
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役割分担 

・三木市農地開発 

連絡協議会 

・吉川ぶどう研究会 

・農業体験（インターンシップ）サポート 

・栽培技術等修得（研修）サポート 

・地域への溶け込みサポート 

・農地確保サポート 

ＪＡみのり 

ＪＡ兵庫みらい 

・販売サポート 

・栽培技術指導 

三木市 ・就農相談窓口 

・農業支援制度、移住支援制度の情報提供、サポート 

・応援チームの窓口 

加西農業改良普及 

センター 

・栽培技術指導 

・農業支援制度（県）の情報提供、調整 

 

 

 

 


